
 

 

第１３１０回 例会 ２０１８年（平成３０年）１月１５日 

（職業奉仕月間）    

 

前回（１２月２５日）例会記録 

◇プログレス 岩崎 寿英 副ＳＡＡ  

 

１．来客紹介  小島 常男 親睦委員長 

 ゲスト:０名 地区外：０名 地区内：０名 合計:０名 

 

２．会長の時間  伊藤 清一 会長 

 

皆様、こんにちは。本日は今年最終の例会となりました。 

 ２０１７年１月１７日の新年例会、その懇親会で私の隣が斎藤満会員でした。「まだまだお元気です

よね」と話をしておりましたのに、その２週間後に突然亡くなられました。そういう悲しい出来事で一年

が始まりましたが、今年を締めくくるクリスマス家族懇親会が今までになく盛り上がることが出来て、 

この勢いを来年につなげていければと思います。クリスマス家族懇親会はおかげさまで８０数名の方

に参加をしていただきました。藤井、島田両新入会員や長沼会員などがお子様をお連れいただいた

ことが増員できた要因の一つかと思います。平山会計から総括として今までで一番盛り上がった懇親会だったというお話を

いただきました。この会を盛り上げていただいた皆様方に御礼申し上げます。 

とりわけ小島親睦委員長には大変お世話になりました。小島委員長にほぼ丸投げという状況でしたが、完璧なスケジュール

を組んでいただき、そしてきめ細やかな采配をしていただいたことが成功につながったと思います。 

本日のプログラム                       （本日のプログレス 岡本 茂 ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「君が代」 

○ 会長の時間  ◎ 幹事報告  ◎ 委員会報告  ◎ ニコニコ箱報告  ◎ 出席報告 

○ １月お誕生月会員お祝い 

○ 例 会 １１階「アスターボールルーム」 １７：００～１８：００ 

○ 年男放談・会員懇親会 １１階「アスターボールルーム」 １８：００～２０：００ 

○ 理事会 １１階「エンパイア－ボードルーム」 １６：３０～１７：００ 



 

本当に有難うございました。 

清水会員はじめ５人のウクレレ同好会のメンバーの楽しい音楽、岩崎会員の琉球舞踊、そして恒例のパパママコーラスな

ど楽しませていただきましたが、何よりソロで「千の風になって」を歌われた西村会員の素晴らしい美声に圧倒されました。 

お年の話をすると叱られますが、会場の皆様も西村会員のようにいつまでも若々しい気持ちを持ち続けたいと思われたので

はないでしょうか。今年度の私の方針のひとつは「全員が主役を演じてもらう」ということですが、まさしくそれを実現していた

だき存在感を示していただきました。 

またオークションも今回は趣向を変えましたところ、多くの会員から魅力的な商品を提供していただき、予想以上の売り上

げを達成することができました。ありがとうございました。 

そして今日一番言いたいことですが、パパママコーラスに登場していただいた奥様方のことですが、大阪船場ＲＣの男性

の会員よりも奥様方の方がはるかにパワーを持っておられるように思っています。この奥様方にコーラスや親睦会に参加し

ていただくだけでなく、奥さん方を巻き込んで一緒に行う奉仕活動を考えられないものかと思います。 

また先週の火曜日は青少年奉仕・社会奉仕・職業奉仕の奉仕活動として開平小学校の５年、６年の生徒の会社訪問を実

施しました。弊社にも７人の小学生がお越しいただきました。 

私の孫はまだ幼稚園生なのでまだしばらく先ですが、日頃小学生と接する機会がないだけにどの程度のレベルで 

話をすれば良いのか戸惑いながらも会社の紹介をいたしました。どこまで理解をしていただけたかわかりませんが、 

生徒の目の輝きの中にいろいろなことを吸収したいという気持ちを感じることが出来ました。 

弊社は中国、東南アジアとのかかわりが多く生徒に話をしていると海外に関心があるように感じました。できれば開平小学

校の生徒とバリ島やカンボジアの小学生との交流を新たなプロジェクトとして考えられないものかと思いますが、そのプロジ

ェクトを進めていただける方がおられないでしょうか。 

来年は創立３０周年の記念式典が最大のイベントとなり、またいろいろな地区主催の会議があり多忙になってまいりますが、

お正月は休養を十分にとっていただいて来年１月１５日本町のセントレジスホテルでお会いできること楽しみに、新年を迎え

たいと思います。 

 

３．ロータリー財団ポールハリスフェロー表彰 

ロータリー財団への寄付に対し、次の方々が表彰され、伊藤会長より感謝状とバッジが贈られました。 

【マルチプルポールハリスフェロー５回目】 

澤田 宗久 会員・甚田 隆康 会員・カンタトーレ ドメニコ 会員 

【マルチプルポールハリスフェロー4回目】 

平山 明彦 会員・武田 實 会員・井澤 武尚 会員・俣野 富美雄 会員・斧原 秀夫 会員・北野 克己 会員 

【マルチプルポールハリスフェロー3回目】 

西村 文延 会員・松谷 廣信 会員 

【マルチプルポールハリスフェロー2回目】 

小島 常男 会員 

【マルチプルポールハリスフェロー1回目】 

中川 和之 会員 

【ポールハリスフェロー】 

宮原 彰 会員 

 

４．委員会報告 

◎地区職業奉仕委員会 澤田 宗久 委員 

１２月１３日（水）に今年最後の地区職業奉仕員会が行われました。 

今回の議題は２０１７～１８年度の職業奉仕合同勉強会のアンケートの結果についてでありました。その内容を下記に 

まとめました。 

１．合同勉強会の感想をお聞かせ下さい。  回答数 ５３/８２ 

２．今年度中にクラブ職業奉仕委員長が、職業奉仕について卓話を行ないますか？  回答数 ５３/８２ 

３．今年度中に職業奉仕フォーラムを行いますか？   



 

４．どのような内容で行われますか？  回答数 ４９/８２ 

地区職業奉仕委員会がお手伝いさせて頂くこと、又ご意見ご要望等ありましたらご記入下さい。  回答数 ４１/８２ 

 いずれも、６割が回答して、４割が回答なしの結果でした。 

 

ここで見えてきたことは、ロータリーの活動に対して熱心なクラブと、そうで無いクラブとの差であります。 

ロータリーにとって職業奉仕とはロータリーの樹であります。その幹に対しても地区での４割のクラブが無回答であった 

ことは非常に残念でありました。 

 日頃から大阪船場ＲＣの元ガバナー補佐の杉浦様は「中の下」にならないように皆様頑張って下さい！とおっしゃいました。

いったい当クラブはどの位置にあるのでしょうか？今後どう向き合って行けば良いのでしょうか？ 

 来月 1月は職業奉仕月間であります。その時のフォーラムにおいて、小山職業奉仕委員長を中心に皆様とじっくり討論 

して頂きお考え頂けたら幸いです。 

【ロータリークラブの基本理論】 

＊ ロータリーの目的を明確にし、四つのテストを重視して、高い職業理論に基づいて自分の仕事をきっちりすることが 

職業奉仕の基本だと考える。 

＊ 「職業倫理」とは、仕事をするに当たっての規準や規範。自社の利益や金銭だけを目的にせず、高潔な精神で自らの 

職業に誇りを持って取り組むことです。 

   皆様どうお考えですか？？ 

 

５．ニコニコ報告  大久保 英範 親睦委員 

伊藤 会員・・・・先々週の家族親睦会では、小島委員長に大変お世話になりありがとうございました。 

小島 会員・・・・クリスマス家族会、皆様のご協力ありがとうございました。 

杉浦 会員・・・・楽しいクリスマス有難うございました。 

塩尻 会員・・・・カンタトーレ様、社員の方の素晴らしい機転に救われました。ありがとうございました！ 

澤田 会員・・・・この１年歯科医療奉仕活動に御支援いただき、ありがとうございます。感謝の１年でした。 

沖、岩崎、大磯、新川、大久保、北野、斧原、岡本(真)、俣野、中村、片岡、井澤、松永、松谷、栗原、清水、 

渡辺、小山、大嶋、岡野、平山、岡本(茂)、藤井、 

各会員・・・・本年最終例会です 良い年をお迎えください 

 

６．出席報告 岩崎 寿英 副ＳＡＡ 

会員総数 ４０名 出席率計算会員数 ４０名 出席会員数 ３５名 出席率８８％ 

第１３０７回（１１月２７日） 修正出席率 １００％ 

 

７．卓  話 「出雲大社と神在祭」 溝畑 史子 会員 

 

世の中的には１０月は「神無月」と呼ばれますが、ここ出雲では「神在月」と呼ばれます。 

それは、全国各地の八百万の神様が１０月になると出雲に集まって会議をするから。 

「神が在る」出雲は「神在月」、「神が無い」その他の地域は「神無月」という訳です。 

旧暦１０月 10日から 17日まで、出雲大社では全国から神々をお迎えします。 

まず神在祭の前夜（旧暦 10月10日）、国譲りの伝承地・稲佐の浜では、神々をお迎えする神迎 

神事が行われます。 

そして出雲大社にある十九社（じゅうくしゃ）という神様の宿泊所にお入りいただきます。この十九社は神在月だけ扉が 

開かれています。 

出雲大社のご祭神は大国主（おおくにぬし）です。 

多くの女神とも結婚し、縁結びの神様として超有名です。 

日本神話では有名な神様。因幡の白兎を助けた神様としても有名。 

何度も兄弟の神様に殺されかけましたが、何度も蘇る強い生命力を持った神様でもあります。 



 

また打ち出の小槌を持って俵の上に乗った神様、大黒天とも同一視されています。 

神社の参道といえば、普通は上り でも出雲大社は下り参道。 

ご縁を結ぶにはへり下ること、心静かに頭を下げ、へり下ることで自分を見つめ直す。 

そうすると、自然に向こうから、様々なご縁が貴方の元へ寄ってきます。 

神在祭の終わりの晩、神々は万九千神社で直会（ なおらい）と呼ぶ酒宴を催し、明年の再会を期して、翌朝早くいよいよ 

各地の神社へと帰途につかれます。 

 

 

☆☆☆ 開平小学校社会学習 ☆☆☆ 

     平成２９年１２月１９日（火） 

【受入企業：共栄社化学㈱ エース㈱ アイトス㈱ 東ビルエンタープライズ㈱ ㈱コジマ 栄和産業㈱ 以上６社】 

 

この度の「開平小学校 社会学習」の受入は、当社でも始めての試みでしたの

で、受入表明はしたもののどのように当日進行してよいか悩みました。 

しかし大阪船場ＲＣとして長く取り組まれている青少年奉仕活動であり、また小

学校からも強い要望があるとの事で、地域の子供達に少しでもお役に立てれ

ばと思い、お引き受けをすることに致しました。 

受入にあたっては、社員とどのような職場見学が子供達が楽しんでくれるの

か？また、我々の仕事や職場をどのような説明・案内すれば伝わりやすいの

か？を検討し、言葉ひとつとっても、伝わり易くするように工夫をしました。 

そして当日は、８名の子供達と先生が来館くださいました。 

みんな緊張した面持ちで非常に大人しい印象でしたが、それ以上に当社

の社員の方が緊張していたように思います（笑） 

先ずはじめは、ホテルの中の仕事にはどのようなものがあるのか？を、 

プレゼンテーション形式で、クイズや質問を織り交ぜながら行いました。 

その後「ホテル内探検ツアー」と称して、お客様が普段入ることのないフロ

ントのバックヤード、カウンター、厨房（実際に目の前で料理を作っている

所）、客室清掃の一つであるベッドメイクの体験など、普段目にする事のな

いものを見ている小学生達は本当に興味深そうに、キラキラしている瞳が

印象的でした。 

今回の社会学習の受入を経験させていただき、ホテル従業員も子供達が

実際に自分達の職場を訪れ、仕事風景を見てもらうことについて、改めて

自らの仕事に対する意識や、姿勢も違ったように思います。 

また、未来の宝である子供達の中で、ホテル業に興味を持ってくれることが出来れば、大変微力ながら社会、業界、 

青少年育成へ貢献ができてくるのではないかと感じました。 

機会を与えていただき感謝申し上げます。ありがとうございました。     東ビルエンタープライズ㈱  藤井 宏明  

 

 

 

           ☆次回1月22日（月）例会予定 

           ・卓話：宮原会員 

           ・クラブ協議会（中間） 31階「カトレア」 13：40～15：40 

 


